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本学では海外学術交流協定大学等との活発な交流・学生交換留学を推進しています。

留学体験記

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学 広報委員会
発行日／2023年12月１日

在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。活躍する市大人
出会いを大切に

―現在のお仕事の内容について教えてください。
　現在は経済産業省（広島県教育委員会からの出向）で、教育現
場へ民間企業のテクノロジーやノウハウを活用してもらうべく、実証
事業や補助金交付事業の執行や教員および教育委員会の職員
の方々に向けたイベントの開催に携わっています。いろいろな自治
体に伺い、教育委員会や学校現場が感じている課題について伺
いながら、今年度はもちろん次年度以降の事業に生かせるように
毎日が勉強の日 を々送っています。

―現在のお仕事はどのような経緯で選ばれたのでしょうか。
　大学を卒業し、民間企業に数年間勤務しました。会計や法務、
官民連携事業の提案および運営等、さまざまな分野の業務に携わ
る中で、自分の経験を生まれ育った広島県で生かしたいと考えるよ
うになり、広島県職員の社会人経験者向けの採用試験にチャレン
ジしました。

―現在のお仕事について
やりがいを感じるところ
を教えてください。
　民間企業の方と一緒に
新しい取り組みを始めると
きは、非常にやりがいを感じ
ます。ゴールまでにさまざま
な調整や準備が必要です
が、新しい取り組みによって、
さらに官民連携が進み、よ
り良い行政につながるのではないかと考えると、慎重に準備は行い
つつ、大胆な発想を取り入れながら、より斬新な取り組みを考案して
いきたいと日々考えています。特に、現在の所属では、以前よりさら
に多くの民間企業や他自治体の方と接する機会があり、非常に刺
激的に感じています。

―大学時代にはどのようなことを学びましたか。また大学時代
の思い出を教えてください。
　大学時代は、NPO・公共政策プログラムを専攻し、経済学を中
心に学びました。正直にお話しすると、大学時代は必要最低限の
コマ数の授業を履修し、アルバイト等に明け暮れていました。今振り
返ると、特に英語をもっとしっかり勉強しておくべきだったと少し後悔
しています。このように、決して真面目な学生ではありませんでしたが、
卒業してからも大学時代の恩師と定期的にお会いし、転職の際も
相談に乗っていただきました。

―市大で学んだことで、仕事に生かされていることがあれば
教えてください。
　市大では少人数のゼミが開催されていました。自由に発言できる
雰囲気があり、間違いを恐れず自分なりの意見を持って発言して
も、先生方や学生たちは受け入れ、活発な議論につなげてくれてい

たように思い出します。業務の中で初めて取り組む内容であっても、
自分なりに調べて、意見を持つこと、そしてそれについて臆すること
なく聞いてみることは、大学時代に学んだ重要なことの一つであり、
自分の業務にも生かされていると実感しています。

―市大のいいところを教えてください。
　他大学にない魅力は、先生と学生の距離の近さではないでしょう
か。自分が卒業した後に初めて聞けるような貴重な話もあるので、
在学生の皆さんはぜひ先生方といろいろなお話をして、在学中や
卒業後も交流を深めてください。

―学生生活の中で取り組
んでよかったことはあり
ますか。
　もう少し熱心に勉強して
おけばよかったと思う一方、
学外でもアルバイト等多く
の社会人の方々と接した
経験が、就職活動はもちろ
んですが、卒業後に働き始
めてからも生かすことができています。

―今後の活動予定や、目
標があれば教えてくださ
い。
　出向終了後に広島県に
戻り、県職員として働く予
定ですが、できるだけ長く勤
務して、広島県が誰にとっ
ても住みやすい県となるよ
う尽力したいです。何歳に
なっても、後輩や部下から気軽に相談されるような、親近感を持って
もらえる職員でありたいです。

―最後に後輩たちへメッセージをお願いします。
　大学時代は多くの方が一度しか経験されないと思うので、後悔
のないよう、勉強に限らず多くのことにチャレンジしてください！勉強
だけでなく、アルバイトや部活、留学など、自分が熱中できるものに、
とことん取り組んでみてください。大学生だからできること、会える人、
入れる場所…たくさんあります。ずっと走り続けると疲れてしまうので、
リラックスしながらそれぞれの大学生活を思いっきり楽しんでください。
そして出会った方 と々のご縁は、ぜひ大切にしてください。いつか自
分の助けになる日が来るはずです。後輩の皆さんと一緒にお仕事
できる機会があることを、楽しみにしています。

経済産業省 商務・サービスグループ サービス政策課 教育産業室（広島県教育委員会からの出向）
（国際学部国際学科 2011年度卒業）　伊折 千佳さん

いおり ちか

伊折 千佳（いおり・ちか）
国際学部国際学科 2011年度卒業

民間企業で勤務後、2020年度より広島県職
員。現在は経済産業省に出向中。
経済産業省「未来の教室」HP
https://www.learning-innovation.go.jp/

国際学部を卒業し、民間企業での勤務を経て広島県職員
となり、現在は経済産業省に出向中の伊折さんに現在のお
仕事や学生時代についてお話を伺いました。

経済産業省へ出向中の自治体職員の
交流会にて

学生時代の友人と定期的に旅行

前職時代の先輩とも交流が続く

コウゾの芽かき

手すき作業

駅通路に作品を設置

研究室紹介

各国の料理を持ち寄ったパーティーにて
　（右から４人目が新田さん）

 私が学部3年生の頃、本学にダブル・マスター・ディグリープログラ
ムがあることを知りました。このプログラムは、大学院1年後期の半
年間をドイツのハノーバー専科大学で過ごし、修了年度を遅らせる
ことなく両大学の学位を取得するというものです。今までの大学生
活を振り返ったとき、自分はこの大学生活で何も成し遂げず、ただダ
ラダラと卒業に向かっているのではないかという焦りを覚えました。
そして、今からでも何かできることがあるのではと考えていたとき、こ
のプログラムを思い出し、留学を決意しました。
　ハノーバー専科大学は、多くの留学生がいる大学でした。現地で
は寮で生活をしており、部屋は個別でしたが、キッチンとシャワー、ト
イレが共用だったため、毎日料理をするタイミングで同じフロアの人
たちと話すきっかけができ、寮内でも友達ができました。また、留学生
同士の交流を大学側がサポートしてくれるため、他の国の留学生
同士で仲良くなれました。半年間という短いようで長い期間を楽しく
過ごせたのには、現地でできた友達の存在が大きかったと思いま
す。
　留学に先立って1年間、細 と々英語学習をして、TOEICのスコア
を500点から600点を超えられるようにしておきました。しかし、いざ
留学して話そうとすると、3割程度しか自分の思いを伝えられず、歯
痒い思いをしました。留学中は、誰も自分を助けてくれませんし、自分
の思いは言わないと察してもらえません。最初は身振り手振りを交
えて、何度も言い直して伝えることで、どのように話したら伝わるのか
を自然に少しずつ学ぶことができました。恥ずかしがらずに諦めず話
し続けたことで、語学力が向上し、友達もたくさんできたので、良い留
学経験だったといえると思います。

情報科学研究科システム工学専攻（博士前期課程）２年　新田 実咲
にった みさき

今からでも何かできることを 　私の研究領域は、漆工芸の中でも主に乾漆造形です。よく知ら

れた作品には、興福寺の八部衆立像があります。古くから器物の胎

としても使われています。素材は麻布や和紙を使い、漆を接着剤に

して張り重ねることで、軽くて丈夫な造形となります。とても魅力ある

ものです。近年、環境負荷としてプラスチックゴミが大きな社会問題

となっていますが、植物から得られる素材を使い、日本の伝統的な

製法から作られる工芸品は、環境問題の観点からも見直されつつ

あります。

　研究室で行っている和紙

と漆のプロジェクトでは、江

戸時代から400年同じ製法

で作り続けている大竹和紙

を取り上げています。大竹

市防鹿にある工房へ学生と

ともに足繁く通い、コウゾの

栽培と収穫、紙料になるま

での加工から流しすきの和

紙づくりまでの工程に携わ

り、保存会や地域住民の

方 と々交流しながら、地域の

伝統工芸の継承活動を

行っています。

　先述した環境問題は、巨視的に捉えることで解決困難な課題の

数値的側面に注目しがちですが、伝統のものづくりの原点に立ち

返ることは、自然に本来備わっている美しさを微視的に捉え、その課

題をより身近に扱うための契機となります。そのような関わりを通し

て、ものづくりの意義を考える場をつくっています。和紙と漆のプロ

ジェクトでは、大竹和紙を

使った壁面を彩る装飾タイ

ルを学生とともに制作し提

案をしました。さらに、大竹

市からの依頼を受け、昨年

の2月に橋上駅舎となった

大竹駅の東西を結ぶ自由

通路内に、壁面装飾タイル

を使って制作したレリーフ

作品5点を掲出しました。こ

のように、芸術と地域とをつ

なぐ研究を行っています。

芸術学部デザイン工芸学科漆造形 准教授　青木 伸介
あおき しんすけ

たい

地域のモノづくりの環と
つながること

わ

ドイツ・ハノーバー専科大学
（ハノーバー専科大学第４学部との
ダブル・マスター・ディグリープログラム）

学期末に撮ったクラスメートとの写真
（右から４人目が土岐さん）

　オルレアン大学のあるオルレアン市は、自然も多く、穏やかでとて
も過ごしやすかったです。また、パリまでは電車で1時間程度なので
気軽に行くことができます。大学はとても広く、初めのころは地図ア
プリを使いながら通っていました。
　今回フランスに留学するまで海外経験ゼロだったため、不安も大
きかったのですが、人やインターネットの助けを借りながら生活できま
した。だいたいのことは何とかなると強く感じました。
　多様なバックグラウンドを持つ人たちと出会い交流できたことは、
語学力の向上はもちろん、とても大きな収穫になりました。教科書や
テレビで見たことがあっただけの外国の文化について話を聞いたり
実際に肌で感じたりしたことで、自分の常識は他人の非常識という
ことを強く実感しました。クラスメートは、アジア・アメリカ・アフリカ・
ヨーロッパ出身で、国際色豊かな学生と日 を々過ごすことができまし
た。生まれた国も言語も異なる人たちと、フランス語という共通の言
語を使って交流できたことは、今思い出すと少し不思議に感じます
が、とても貴重な経験です。フランス語を学んでいなかったら、留学
をしていなかったら、この出会いは無かったのかと思うと、勇気を出し
て留学をして良かったと強く思います。
　９カ月間という短い期間でしたが、これまでの人生の中で一番刺
激的で充実した時間だったと感じます。フランス留学での経験や思
い出を大切にして今後の生き方を豊かにしたいです。

国際学部国際学科４年　土岐 つぐみ
とき

心にずっと残したい大切な経験

フランス・オルレアン大学
（海外学術交流協定大学への派遣留学）

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　広報委員会
○E-mail ： kikaku@m.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel ： 082-830-1666　○Fax ： 082-830-1656
WEST BREEZEのバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞「大
学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■国際学部の長史隆講師が「第39回大平正芳記念賞」とアメリ
カ学会「第28回清水博賞」を受賞

■芸術学部デザイン工芸学科 視覚造形の学生らが「広島平和
ポスター学生コンペティション2023」で受賞

■情報科学研究科の岡山友昭准教授が一般社団法人日本応
用数理学会の「JSIAM Letters 論文賞」を受賞

■芸術学研究科（博士後期課程）３年の土井紀子さんが「第２
回 FEIPURO ART AWARD」で入選

■芸術学部の教員・学生らが「再興第108回院展」に出品

■第48回中国学生バドミントン選手権大会で国際学部1年の
突沖花奈さんが女子Ｂ級シングルスにおいて優勝、第41回
広島県学生バドミントンリーグ戦大会で男子団体２部におい
て優勝

■情報科学研究科（博士前期課程）1年の石山一聡さんと鈴木
かなさんが「第22回情報科学技術フォーラム（FIT2023）」で
奨励賞を受賞

■芸術学研究科（博士後期課程）２年の下村祐介さんが「第49
回宮島特産品振興大会」で「宮島ブランド大賞」を受賞、同
研究科（博士後期課程）２年の任金来さんが「廿日市市議会
議長賞」を受賞

市大ニュース
■2023年度特待生が決定
　2023年６月、学部２～４年の各年次から、国際学部2名ずつ、情
報科学部４名ずつ、芸術学部２名ずつ、計24名の学生が選ばれ
ました。特待生制度では、成績優秀で、かつ他の学生の模範とな
る学生を表彰。副賞として奨学金が贈られます。

■台湾・国立台中科技大学の学生が来学
　2023年７月、学術交流協定校の台湾・国立台中科技大学応用
日本語学科から学生15名と引率教員２名が来学し、国際学生寮
「さくら」に宿泊して、平和学習や授業体験などのプログラムに参
加しました。

■国境なき医師団インターナショナル会長来日記念講演を開
催
　2023年７月３日（月）、国境なき医師団インターナショナルの会長
クリストス・クリストゥ氏と、国境なき医師団日本の事務局長村田
慎二郎氏による講演が、国際学部専門科目「国際協力論Ⅰ」の
特別講義として行われました。

■2022年度派遣 広島東洋カープアカデミーインターンシップ
報告会を開催
　2023年７月11日（火）、広島東洋カープアカデミーインターンシッ
プに参加した学生による報告会を開催しました。約３年ぶりに再
開された今回の派遣では、国際学部３年の赤畑利奈さん（学年
は派遣当時）が派遣学生に選ばれ、報告会では、カープアカデ
ミーでの体験や赤畑さんが研究テーマの一つとしていた「ドミニカ
共和国の文化の理解」について、野球、食文化、行事などさまざ
まな面から報告を行いました。

■ピースナイター2023「とうろう流し」委任式に本学学生が参加
　2023年８月６日（日）、マツダスタジアムにおいて平和を願う「ピー
スナイター2023」が行われ、本学学生ボランティアたちが「とうろ
う流し」委任式に参加しました。

■マイクロン・テクノロジー財団奨学生証書授与式を開催
　2023年８月５日（土）、2023年度マイクロン・テクノロジー財団奨学
金の奨学生３名に対して奨学生証書授与式を行いました。情報
科学研究科では、科学技術分野で活躍する意欲のある女性の
将来への意欲と希望を後押しするため、マイクロン・テクノロジー
財団からの寄附金を財源とした「マイクロン・テクノロジー財団奨
学金」を設け、奨学生を募集しており、この度、奨学生３名に証
書が授与されたものです。

■マレーシア科学大学の学生が来学
　マレーシア科学大学（学術交流協定校）との交流の一環として、
2023年８月19日（土）から26日（土）の間、学生20名および教員２
名が来学し、短期受け入れプログラムを実施しました。

■軟式野球部が昨年度に続き全国大会に出場
　軟式野球部が第３回全日本大学軟式野球選抜大会に出場し、８
月21日（月）に長野オリンピックスタジアムで行われた信州大学との
１回戦で、見事サヨナラ勝ちを収めました。続く２回戦、８月22日（火）
に行われた新潟医療福祉大学戦では初回から２点を先制するも２
回裏に相手に逆転を許し、惜しくも敗退という結果となりました。

研究種目名
基盤研究（B）一般
基盤研究（C）一般
若手研究

研究活動スタート支援
合計

●2023年度科学研究費助成事業採択状況＜研究種目別＞
計 　　

5,850千円
39,650千円
12,220千円
910千円

58,630千円

件数
1
39
9
1
50

区分
受託研究費・共同研究費 

補助金
奨学寄附金
合計

●2022年度受託研究費・共同研究費・補助金・奨学寄附金
金額　　

74,043千円
33,961千円
9,561千円

117,565千円

件数
62
2
10
74

■外部資金の獲得
　本学の教員は、国の制度である科学研究費助成事業や民
間からの研究費などを受けて活発な学術研究活動を行って
います。これらの外部資金を活用し、独創的・先駆的な研究
に取り組んでいます。
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